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研究要旨 

介護保険における福祉用具貸与サービスの利用状況について，介護レセプトデータをもとに

分析を行った．その結果，制度改正が実施された2006年に，特に特殊寝台に関して利用状況

の大きな変化が見られた． 

 

Ａ．研究目的 

介護保険制度における在宅での福祉用具貸

与サービスの利用状況について，利用者の

属性や他のサービス利用との関連性，およ

び介護アウトカム指標との関連性等につい

て明らかにすることを目的とする． 

 

Ｂ．研究方法 

2006 年 4 月～2014 年 3 月の全国介護レセ

プトデータを利用し，福祉用具貸与サービ

スの利用状況（件数，金額）を算出した．  

（倫理面への配慮） 

匿名化された介護レセプトデータのみを利

用した． 

 

Ｃ．研究結果 

福祉用具貸与サービスのうち，7 割程度を

車いす及び特殊寝台が占めていること，

2006 年以降予防介護としての福祉用具貸

与に単調な増加が見られること，また

2006 年の上半期および 10 月に特に特殊寝

台の利用について大きな減少が見られるこ

と等が明らかになった．  

 

Ｄ．考察 

2006 年の減少については，同年 4 月の介

護保険制度改正により，軽度者（要支援１

・２及び要介護１）の方の一部の福祉用具

（車いす，特殊寝台等）の貸与が原則とし

て介護保険給付の対象外となり，同年 9 月

でその経過措置の適用も終了したことが大

きく影響していると考えられる． 

 

Ｅ．結論 

介護保険制度における福祉用具貸与サービ

スの利用状況について，2016 年の制度改

正により大きな変化（特殊寝台の利用の減

少）が起きたことが明らかになった．今後

は，福祉用具貸与と他のサービス利用との

関連性，および介護アウトカム指標との関

連性等について，より詳細な分析を行う必

要がある． 

 

Ｆ．研究発表 

１．論文発表：無 

２．学会発表：無 

 

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況（予定を

含む） 

１．特許取得：無 
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２．実用新案登録：無 

３．その他：無 


